
専用サーバー事業の転換期から始まった
新サービスの検討

株式会社リンクは、1987年に広告制作会社として創業し、1996
年からサーバーホスティングサービス「at + link」を始めました。コ
ストパフォーマンスと柔軟な拡張性、手厚いサポートで国内最大級
に成長しました。また、2006年にはクラウドPBX「BIZTEL」を提供
し、導入実績は2,000社超。さらに、農業6次産業化として「なかほ
ら牧場」を展開し、安全な決済を支える「PCI DSS Ready Cloud」
「Pay TG」「Smart TG」など多角的サービスを展開しています。

同社取締役 クラウド・ホスティング事業部 事業部長 阿部氏は、
「at + link」の新たなサービスである「at + linkリモートPCサービ
ス」の立ち上げについて、次の様に語ります。
「弊社は元々、1996年から物理サーバーの専用ホスティングサー
ビスを『at+link』というブランドで展開してきました。しかし、クラウ
ドサービスの台頭により、この専用サーバー事業が縮小傾向にあり

ました。
一方で、我々にはデータセンターとい
う潤沢なリソース、つまり場所や回線
があります。これを何とか有効活用で
きるような新しいサービスを作りたい
と考えたのが、すべての始まりです。
その中で、仮想デスクトップサービス、
いわゆるDaaS（Desktop as  a 
Service）の提供を検討し始めました。
当初は、サーバー上にOSを立てて、そ
れをサービスとして提供することを考
えていました。」
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高額な初期コストという壁と、スモールスター
トの要件

こうして新サービス立ち上げを模索した所、いくつかの課題があっ
たといいます。
「新しいDaaSを立ち上げるにあたり、最も大きな課題はコストでし
た。いわゆる一般的なVDI（仮想デスクトップ基盤）でサービスを構
築しようとすると、初期費用が非常に高くなってしまいます。そのコ
ストをサービス価格に反映すると、お客様に提示する価格が割高に
なりすぎ、市場での競争力を確保できないという問題がありまし
た。これでは事業として厳しいな、と感じていたのです。
こうした背景から、私たちが新しいサービスに求めた最も重要な要
件は『コストを抑えつつ、需要に応じて柔軟に拡張できること』でし
た。高額な初期投資を必要とせず、小規模からでも始められるよう
な柔軟な基盤を探していました。」（阿部氏）

そうした中で、アセンテックから「リモートPCアレイ」を紹介される
機会がありました。
「製品を紹介いただいた時に、『これだ！』と直感しました。
弊社はもともと物理サーバーのホスティングを手掛けてきた会社な
ので、『物理にこだわる』というリモートPCアレイのコンセプトが、非
常に我 ら々しいと感じたのです。
また、ネイティブなWindowsをそのまま使えるという点も大きな魅
力でした。これにより、仮想環境で起こりがちな『このソフトウェアが
動かない』といった互換性の問題を心配する必要がなくなります。
これが導入の決め手となりました。」（阿部氏）

https://www.link.co.jp/

物理にこだわったリモートPCアレイをサービス基盤として
採用し、「at+link リモートPCサービス」が始動

こうしてサービス基盤としてリモートPCアレイの採用が決定され、「at+link リモートPC
サービス」が2023年に開始されました。
当サービスの営業を担当する同社 クラウド・ホスティング事業部 営業部 江野氏はリモー
トPCアレイの導入について次の様に語ります。
「導入においては、物理構成ということもあり大きなトラブル無く完了できました。製品に関
する問い合わせにもアセンテック様にはスムーズに対応いただいきましたし、技術的な個別
要件についても、現場の担当者同士で直接やり取りをさせてもらい、非常に助かっていま
す。」
新サービスの特徴については、以下の様に話します。
「このサービスのメリットとして大きいのは、やはり『1台から使える』という手軽さですね。こ
れにより、お客様にとって導入のハードルが低くなっていると感じています。実際にご利用い
ただいたお客様からは『思った以上に快適に使える』というお声をいただいています。他社
の仮想化型DaaSでパフォーマンス不足に悩まれていたお客様が、当サービスに切り替え

たところレスポンスの良さを実感し、高く評価いただいた事例
もありました。
また、Windows PCだけでなく、iPadなど多様なデバイスから
でもVPNクライアントを入れれば使えるという点も、意外な発
見として評価いただいています。
一方で、サービスを展開する中で見えてきた課題もあります。そ
れは、規模の大きい案件になると、他のDaaSと比較してコスト
メリットが出にくくなり、なかなか採用に至らないケースがある
ということです。そのため、現状では小規模な利用を希望され
るお客様にフォーカスした方が、私たちのサービスの強みを発
揮しやすいと感じています。」（江野氏）
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手厚いサポート体制も強みであるといいます。
「自社でVDIの基盤を構築する必要がなく、高パフォーマンスなデスクトップ環境を手軽に
利用できる点は、規模の大小にかかわらず、多くのお客様にご利用いただけるポイントだと
考えています。また、インフラサービスは一度導入すると長期的に利用されることが多いで
すし、私たちは継続的なサポートとお客様とのコミュニケーションを特に重視しています。
何かあればすぐに相談できる『顔が見える関係』を築き、営業と技術が一体となって課題解
決の提案を行える点が、当社ならではの強みです。」（江野氏）

サービスのブラッシュアップと既存ソリューションとの連携
への取り組み

今後の展開として、阿部氏は次の様に語ります。
「まずは、今あるサービスの『ブラッシュアップ』に注力していきます。リモートPCサービス
も、リモートPCアレイの更新に合わせて、より良くしていく予定です。
将来的には、弊社のもう一つの主力事業であるクラウドPBXサービス『BIZTEL（ビズテ
ル）』との連携も視野に入れています。例えば、コールセンターのオペレーターの方々が在宅
勤務をする際のクライアントとして、リモートPCサービスをご利用いただく、といった展開
です。そういった構想は面白いと考えています。」

リモートPCサービスは提供開始から「手軽に始められる」「想像以上に快適に使える」と
いった声をいただき、小規模導入から広がりを見せています。株式会社リンクが提供する
サービスについて阿部氏は次のように結びました。
「私たちは、お客様に寄り添うことを大切にしています。たとえ1台のご利用でも、そのお客
様が抱える課題を解決するために、営業と技術チームが一体となってサポートします。それ
が私たちのサービスの最大の付加価値だと考えています。」
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